
1 
 

本年 5 月 2 日にかこさとし先生が 92 歳でご逝去されました。かこ先生は本展のことを大変気にかけて

くださり、川崎での開催をとても楽しみにされていたので残念でなりません。本展は図らずも回顧展の形

となりますが、哀悼の意を込めて開催させていただくことにいたしました。謹んで心からご冥福をお祈り

申し上げます。 

 

さて、『だるまちゃんとてんぐちゃん』や『からすのパンやさん』などで知られる絵本作家かこさとし

は、1959 年に『だむのおじさんたち』でデビューして以来、半世紀以上にわたって物語絵本や科学絵本

など多岐にわたる作品を発表し続けてきました。その創作の原点は、1950 年代の川崎市幸区古市場での

セツルメント活動(※)にありました。かこさとしはセツルメント活動において川崎の子どもたちに創作指

導するほか、自ら紙芝居や幻灯を制作し、子どもたちに読み聞かせていました。このときの体験がその後

の作家活動の大きな糧となります。 

本展では、かこさとしの長きにわたる創作活動を概観し、その創作の秘密に迫ります。代表作「だるま

ちゃん」シリーズや『からすのパンやさん』の一場面をはじめ、『どろぼうがっこう』、『かわ』や『たべ

もののたび』などの科学絵本を全場面展示するほか、作品に通底するキーワードとして「見る」「知る」

「学ぶ」「食べる」場面を中心に展示します。また、その原点となった川崎におけるセツルメント活動も

紹介します。かつて川崎の子どもたちとの出会いから花開いたかこさとしの作品世界を、未来の子どもた

ちに向けて新たに発信します。 

 
※セツルメントとは地域住民の生活向上のための助力をする社会事業およびその施設。戦後の川崎では古市場（現在の 
幸区古市場）に大企業の工場に勤務する労働者が集住し、東大の学生たちによる活動が盛んにおこなわれていました。 

  

 

―川崎市市民ミュージアム 2018 年 7 月～9 月の企画展― 

かこさとしのひみつ展 

－だるまちゃんとさがしにいこう－ 
 

2018年 

7月７日（土）～９月９日（日） 

川崎市市民ミュージアム 

企画展示室１ 

休館日：毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休） 

観覧料：一般 600円、65 歳以上・大学生・高校生 

450円、中学生以下無料 

 

報道発表資料 

 2018年 6月 19日（火） 
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● 川崎の子どもたちとの出会いが創作の原点！ 

 

かこさとしは「川崎の子ども達が、野性的で多くを語らず、

行動で示す感性と意欲的な生きる姿勢に、私は多くの事を学び

とる事が出来、昭和二十年以後の生きる望みを与えられた」

（『未来のだるまちゃんへ』文藝春秋刊）との言葉を残してい

ます。子どもたちとの関わりを経てかこさとしができあがるま 

でを追っていきます。 

 

● かこさとしのひみつを解き明かす！ 
 

かこ作品にはどんな想いがこめられているのか。どんな楽しみがつまっているのか。人気作品の全場

面展示やテーマ展示を通してかこさとしの作家像に迫ります。 

 
※本展覧会は原画保存の要請上、超高精細の複製原画を中心に展示します。 

 

 

 

※内容は変更になる場合があります。 

 

▼ かこさとしができるまで 

福井・武生、東京・板橋での幼少時代から帝大時代、創作の原点ともいえる川崎市幸区古市場での東大

セツルメントの活動について写真パネルなどで紹介し、川崎の子どもたちの絵や、子どもたちと一緒に

描いたスケッチ、アンデパンダン展出品作品などを展示。 

 

▼ かこさとしのひみつ 

絵本作家としてデビューしてからの作品を紹介。デビュー作『だむのおじさんたち』や『かわ』など代

表作品の全場面展示および、作品世界に通底する 4つのキーワードでのテーマ展示。 

「見る」＝たくさんの人々やものを見る、見つける楽しみ 

「知る」＝断面図からものの構造を知る楽しみ 

「学ぶ」＝物事の過程を概観し理解する楽しみ 

「食べる」＝食べ物やキャラクターが食べる様子を描いた作品か

ら共感や追体験を得る楽しみ 

 

▼ かこさとしから未来のだるまちゃんへ 

2014年発刊のエッセイ『未来のだるまちゃんへ』の表紙絵や 

2018 年 1 月に発表された絵本『だるまちゃんとかまどんちゃん』『だるまちゃんとはやたちゃん』『だる

まちゃんとキジムナちゃん』の一場面を展示し、90 歳を過ぎてからも活動され、未来に生きる子どもた

ちに絶えずメッセージを発信し続けたことを紹介。 

本展のみどころ 

展示構成（予定） 

Illustrations©Kako Research Institute Ltd. 

©1973,Satoshi KAKO 

『たべもののたび』童心社刊 

下絵・スケッチ・複製原画を中心に 200 点以上をご紹介（※）。 

かこさとし展として、過去最大規模の展覧会です！ 
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関連展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かこさとし 

 

1926 年、福井県武生市（現・越前市）に生まれる。東京帝国大学（現・東京大学）工学部応用化学科卒

業。工学博士。技術士（化学）であると同時に、児童文化の研究者である。大学卒業後、民間企業の研

究所に勤務しながら、セツルメント活動に従事。子ども会で紙芝居や幻灯などの作品を作り、1959年『だ

むのおじさんたち』で絵本作家の道へ進んだ。 

代表作に『だるまちゃんとてんぐちゃん』『からすのパンやさん』『どろぼうがっこう』など。『かわ』『海』

など科学絵本のほか、『伝承遊び考』など著書は 600 点以上にのぼる。2008 年菊池寛賞、2009 年日本化

学会より特別功労賞受賞。2013年、福井県越前市に「かこさとし ふるさと絵本館「砳（らく）」が開館

し、2018年には武生中央公園（「だるまちゃん広場」など）を監修した。 

 

● 近年の主な個展 

 

2017年 「かこさとし展 未来のだるまちゃんへ」高崎シティギャラリー 

2017年 「だるまちゃんとあそぼ ! かこさとし作品展」藤沢市民ギャラリー 

 

 

 

 

 

● 川崎セツルメント展 ― 地域に根差した社会事業 ― 

8月 4日（土）～9月 17日（月・祝） 

2F アートギャラリー2／観覧無料 

セツルメントとは、地域住民の生活向上を目的とした福祉活動です。戦後の川崎では、大企業の労働者

が集まる古市場（現在の幸区古市場）において、学生たちによるセツルメント活動が盛んに行われまし

た。本展では、川崎で行われたセツルメント活動の概要と関連資料をご紹介します。 

 

作家プロフィール 

Illustrations©Kako Research Institute Ltd. 
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関連イベント 

 

 

[★]マークのイベントは当日の観覧券（半券可）が必要です。 

 

ベビーカーツアー [★] 

学芸員による展示解説付きの鑑賞ツアーです。ベビーカーでも安心して鑑賞できるようボランティアス

タッフがサポートします。 

7月 19日（木）11：45～12：30 

0歳～未就学児とその保護者／親子 6組 

＊当館 HPにて 7月 5日（木）応募締切。応募多数の場合は抽選のうえ、結果は 7月 12 日（木）（予定）に

メールでお知らせします。 

 

● 対話型鑑賞ツアー [★] 

展示作品について、ガイドと参加者がおしゃべりしながら、じっくり鑑賞します。 

7月 21日（土）14：00～15：00 

5歳～小学生とその保護者／親子 10組 

＊当館 HPにて 7月 7日（土）応募締切。応募多数の場合は抽選のうえ、結果は 7月 14 日（土）（予定）に

メールでお知らせします。 

［協力］アート・コミュニケータ東京 

 

● 光しょくばいワークショップ 

かこさとし先生と科学者の藤嶋昭先生が中心になって作られた絵本『太陽と光しょくばいものがたり』

に出てくる、光しょくばいの実験を行います。光しょくばいとは、太陽や蛍光灯などの光を受けると空

気や水をきれいにする、いろいろなはたらきをする物質のことです。 

7月 28日（土）14：00～15：00 

3F 研修室 2／小学 5～6年生とその保護者／親子 5組／参加無料 

＊当館 HP にて 7 月 14 日（土）応募締切。応募多数の場合は抽選のうえ、結果は 7 月 21 日（土）（予定）

にメールでお知らせします。 

［講師］地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所 (KISTEC) 落合剛先生ほか、 

東京理科大学 サイエンスコミュニケーションサークル ちびらぼ 

 

● だるまちゃん音頭をおどろう！  

かこさとし先生が作られた「だるまちゃん音頭」を、愉快な動きで一緒に楽しく踊ります。踊る前に造

形作家・早未恵理氏作の大型仕掛け絵本『だるまちゃんとてんぐちゃん』を鑑賞します。 

8月 5日（日）14：00～15：00 

1F 逍遥展示空間／当日随時受付／先着 100名／参加無料 

［協力］早未恵理、株式会社福音館書店 

 

©1973,Satoshi KAKO 
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●  

 

 

● 『からすのやおやさん』で経営のおはなし 

絵本『からすのやおやさん』を使って親子で経営について学びます。 

8月 11日（土）14：00～15：00 

3F 研修室 2／小学 3年生以上とその保護者／親子 12組／参加無料 

＊当館 HPにて 7月 28日（土）応募締切。応募多数の場合は抽選のうえ、結果は 8月 4 日（土）（予定）に

メールでお知らせします。 

［講師］星城大学 経営学部教授 鈴木愛一郎 

 

● ナイト・ミュージアム！担当学芸員によるギャラリートーク [★] 

夜間開館日にあわせて、大人向けの展示解説を行います。 

8月 18日（土）17：00～17：30  

 

● かこさとし幻灯上映会 

かこさとし先生が 1950年代に川崎セツルメントの活動で制作された幻灯を上映します。絵本化していな

い作品もご覧いただける貴重な機会です。 

8月 19日（日）14：00～15：00 

1F 映像ホール／定員 270名／当日先着順／参加無料 

＊上映作品：『ぼくのかあちゃん』1954年 15分 

      『自転車にのってったお父ちゃん』1956年 15分 

      『わっしょい わっしょい ぶんぶんぶん』1954年 15分 

［協力］一般財団法人大阪国際児童文学振興財団特別専門員、早稲田大学演劇博物館招聘研究員 鷲谷花 

 

● 『からすのパンやさん』おつかい大作戦！ 

絵本のお話を遊ぶ、ストーリー・オリエンテーリングです。

絵本の中にいたいろんなからすさんが話しかけてきます

よ！からすさんのためにパンやさんにお買い物に出かけま

しょう！ 

8月 25日（土）14：00～15：00 

3歳～小学生とその保護者／親子 12組 

＊当館 HPにて 8月 11日（土・祝）応募締切。 

応募多数の場合は抽選のうえ、結果は 8月 18日（土）（予定）にメールでお知らせします。 

［講師］造形作家 早未恵理 

［協力］越前市かこさとしふるさと絵本館「砳（らく）」 

 

● ギャラリーツアー [★] 

9月 2日（日）14：00～15：00 

＊ゲスト：加古総合研究所 鈴木万里 

 

©1973,Satoshi KAKO 
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開催概要 

 

 

 

〇展覧会名 企画展「かこさとしのひみつ展 －だるまちゃんとさがしにいこう－」 

〇会  期 2018年 7月 7日（土）～9月 9日（日）※56日間 

〇休 館 日 毎週月曜日（ただし 7月 16日は開館）、7月 17日（火） 

〇開館時間 9：30～17：00（最終入場 16：30まで） 

＊夏休み期間の土曜日（7月 21・28日、8月 4・11・18日）は 19:00まで開館（最終入場 18:30まで） 

〇会  場 川崎市市民ミュージアム 企画展示室 1 

〇観 覧 料 一般 600円（480円）、65歳以上・大学生・高校生 450円（360円）、中学生以下無料 

※（）内は 20名以上の団体料金。※障害者手帳をお持ちの方およびその介護者は無料。 

 

主催＝川崎市市民ミュージアム  

後援＝川崎市教育委員会  

協力＝有限会社加古総合研究所、小湊鐵道株式会社、株式会社北野書店、株式会社偕成社、 

株式会社福音館書店、株式会社小峰書店、株式会社童心社、一般社団法人農山漁村文化協会、 

株式会社復刊ドットコム、株式会社瑞雲舎、株式会社白泉社、株式会社文藝春秋、 

株式会社フレーベル館、株式会社ポプラ社、株式会社青土社、越前市かこさとしふるさと絵本館「砳」、 

川崎市立中原図書館（順不同） 

 

 

＜川崎市市民ミュージアム 施設概要＞ 

多彩な表情を持つ都市、川崎。川崎市市民ミュージアムは、「都市と人間」という基本テーマを掲げて 1988年 11月に開館

した博物館と美術館の複合文化施設です。 

■住所：〒211-0052 神奈川県川崎市中原区等々力 1-2（等々力緑地内） 

■開館時間：9:30～17:00（入館は 16:30まで） 

■休館日：月曜日(休日の場合は開館)、祝日の翌日(土日の場合は開館)、年末年始 

■観覧料：企画展、アートギャラリー展は展覧会によって異なる。博物館展示

室は無料。 

＊障害者手帳等をお持ちの方およびその介護者は、観覧無料。 

＊20名以上の団体でご利用いただく場合、割引有。 

 

 

 

 

■アクセス／下記いずれもバス停「市民ミュージアム前」

下車すぐ 

・武蔵小杉駅（JR南武線、横須賀線・湘南新宿ライン、東

急東横線・目黒線）よりバスで約 10分 

・武蔵溝ノ口駅（JR南武線）・溝の口駅（東急田園都市線・

大井町線）よりバスで約 20分 

・JR川崎駅よりバスで約 40分 
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広報用画像 

 

 

 

 

画像の使用を希望される方は、下記お問い合わせ先・広報担当宛にご連絡ください。 

 

＜ご使用にあたってお願い＞ 

＊広報用画像の使用は、本展覧会ご紹介のみに限ります。その他用途での使用はご遠慮ください。 

＊トリミングはご遠慮いただき、キャプション等の文字が画像にかぶらないようご配慮ください。 

＊広報用画像を掲載する際は、次ページにある各画像のクレジットを必ずご記載ください。 

 

kako_001 

 

 

kako_002 

 

 

  

kako_003 

 

 
kako_004 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

kako_005 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

kako_006                         kako_007                                                         

            

 

＊次ページへ続く 
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kako_008                                                   kako_009 

 

 

 

 

 

 

 

kako_010 

 kako_profile          

 
～各画像クレジット～ 
kako_001,003 『だるまちゃんとかみなりちゃん』福音館書店刊 

Illustrations ©Kako Research Institute Ltd. 

kako_002   『だるまちゃんとてんぐちゃん』福音館書店刊 
Illustrations ©Kako Research Institute Ltd. 

kako_004,005 『からすのパンやさん』偕成社刊 ©1973,Satoshi KAKO 
kako_006   『どろぼうがっこう』偕成社刊 ©1973,Satoshi KAKO 
kako_007     『たべもののたび』童心社刊 
kako_008      『はははのはなし』福音館書店刊 

Illustrations ©Kako Research Institute Ltd. 

kako_009    『どうぐ』瑞雲舎刊 
kako_010      『未来のだるまちゃんへ』文藝春秋刊 
kako_profile   2015年撮影 

 

 

★展覧会のメインビジュアル縦・横もご提供可能です。 

（クレジット不要） 

お気軽にお申しつけください。 

【プレスリリースお問い合わせ】川崎市市民ミュージアム  営業・広報担当 坂下 

TEL： 044-754-4500（休館日を除く 9:30～17:00）  FAX： 044-754-4533 

 MAIL： pr_kcm@kawasaki-museum.com 

HP： http://www.kawasaki-museum.jp/   ＊指定管理者：アクティオ・東急コミュニティー共同事業体 

 


